様式第４号（共同企業体用）
令和　　年　　月　　日
参加資格要件確認誓約書

長門市長　江原　達也　　様

〔参加者〕　所在地
　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　役職名
　　　　　　　代表者名

当社は、下記のとおり金子みすゞ記念館展示リニューアル基本設計業務公募型プロポーザル実施要領の参加資格を満たしていることを誓約します。

記

（該当チェック欄の□にチェック印を記入すること。）
	参加資格要件確認事項
	該当チェック

	１　地方自治法施行令第167条の4に規定する者でない。
	□はい
□いいえ

	２　会社更生法（平成14年法律第154号）、民事再生法（平成11年法律第225号）等の規定に基づき更生または再生の手続きの申し立てがされていない者である。
	□はい
□いいえ

	３　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団、暴力団員（同法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者でない。
	□はい
□いいえ

	４　参加意向申出書の提出の日から契約締結の日までの間において、長門市物品等及び業務委託契約に係る指名停止等の措置要綱に基づく指名停止を受けていないこと。この場合において、国及び県工事等において指名停止がある場合も提案資格がないものとする。
	□はい
□いいえ

	５　国税及び地方税を滞納していない者であること。
	□はい
□いいえ

	６　平成28年度以降において、国、地方公共団体、独立行政法人の発注による、博物館等の展示の基本計画、基本設計または実施設計業務を元請として履行した実績を1件以上有すること。なお、設計内容は、展示造作・造形・展示ケース・映像・情報システム・グラフィック等を含むハード・ソフトを総合的に実施しているものに限る。
	□はい
□いいえ

	７　業務にあたって、管理責任者、担当技術者を配置すること。なお、担当技術者のうち少なくとも1名は、平成28年度以降において（６）に該当する業務に従事した実績を持つこと。
	□はい
□いいえ

	８　展示資料を理解した上で展示構成を検討する担当者として、令和８年７月７日（技術提案書等の提出締め切り日）時点で、提案者（グループ企業，子会社等は含めない）に３か月以上継続して雇用されている博物館等建築実績のある学芸員資格を持つものを一名以上配置すること。
	□はい
□いいえ

	９　展示又は建築の技術的な部分を検討する担当者として、令和８年７月７日（技術提案書等の提出締め切り日）時点で、提案者（グループ企業，子会社等は含めない）に３か月以上継続して雇用されている一級建築士を配置すること。
	□はい
□いいえ


別記様式第４号
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